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重⼒観測研究のための
機関横断型情報交換サイトの構築
重⼒データ共有プラットフォームの構築に向けた取り組み

名和⼀成（産総研地質調査総合センター）、DS受⼊教員：奥野淳⼀
共同研究者：⻘⼭雄⼀、⼟井浩⼀郎、内藤⼀樹、⽮吹裕伯
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背景

• 重⼒データは，固体地球科学において，地球の変形，流体などの物質の移動や地下の不均質構造の解明に必
要な基礎情報である．さまざまな研究機関・研究グループのそれぞれの⽬的のもと多様な観測機器を⽤いて
重⼒観測が⾏われているが，他のデータと合わせたり，⽐較検討することによって，さらに研究成果の品質
を⾼めたり，新分野を開拓できる可能性がある．このような可能性を拡⼤していくためには，⽬的とは異な
る視点でデータの吟味をできるような環境や⼿法の確⽴が急務であると考えられる．しかしながら、現存す
る重⼒データベース・情報システムは、各研究機関・研究グループ毎に構築・運⽤されているものであり、
機関を横断して新旧の重⼒データを俯瞰して利⽤できるものはない。



令和元年度ROIS-DS-JOINT研究集会「固体地球科学デー
タの相互利⽤・統合解析に関する諸問題」資料集

Permalink : http://id.nii.ac.jp/1291/00015850/ Permalink : http://id.nii.ac.jp/1291/00015851/



令和4年度ROIS-DS-JOINT研究集会
オープンサイエンス時代の

重⼒観測・データの流通と利活⽤
⽇時：2022年12⽉19⽇（⽉）13:25 〜 12⽉20⽇（⽕）12:30

場所：情報・システム研究機構データサイエンス共同利⽤基盤施設 DS棟1F

世話⼈：名和⼀成・産総研地質調査総合センター（k.nawa@aist.go.jp）
 奥野淳⼀・極域環境データサイエンスセンター（okuno@nipr.ac.jp）

Website: https://sites.google.com/nipr.ac.jp/2022ds-rois-gravimetry

mailto:k.nawa@aist.go.jp
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⽬的

• データ駆動型研究を推進するにあたって，同じ重⼒でも異なる研究コミュニティで取得されたデータについ
てその⼆次利⽤の促進を図っていくことは，統合的な地球科学的現象を検証・解析する上で重要なことであ
る．また，重⼒データの補正には，異なるディシプリンのデータも必要不可⽋であるため，近隣異分野の研
究者とのデータのスムーズな共有や相互利⽤も，データ駆動型研究を推進するにあたって⽋かせない．本研
究の⽬的は、機関横断型の重⼒データ・関連情報を共有・交換するプラットフォーム（サイト）を構築して、
異なる機関間での重⼒観測研究データの効果的な共有と研究協⼒を促進することにある。
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計画・⽅法

1. 国内で実施されている重⼒観測研究について情報共有・データ流通を促進するため、インターネットブラウ
ザから閲覧可能なポータルサイトを作成して公開する。 → リンク集の作成

2. 国内の重⼒データを共有・利活⽤できるようにするため、インターネットからアクセス可能な重⼒データ共
有プラットフォームの概念設計を⾏う。そのための基盤システムとしてオープンソースのデータ管理システ
ムであるCKANなどの導⼊を、操作性、運⽤・管理のしやすさ、データ保管の永続性・安全性などの観点、
また、重⼒データとの親和性から検討する。 → HTMLベースでのデータカタログの作成・整備

3. 多機関が取得している重⼒連続観測データの可視化システムを構築する。プロトタイプとして産総研地質調
査総合センターの重⼒観測データ集（波形画像、スペクトル画像）があるが、未登録である南極・昭和基地
の超伝導重⼒計データを追加する。本研究においてデータ処理フローを確⽴するとともに、その処理の⾃動
化を進める。同時に、すでに時系列データの演算、解析、可視化機能が実装されているADSとの連携を検討
する。
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異なる機関間での重⼒観測研究データの共有と研究協⼒の促進
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問題点

• 機械判読可能なデータ整備・可視化が不⼗分

• モデル（解釈図）が主役、データは脇役（付録）
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https://gbank.gsj.jp/geonavi/docdata/gravimage/

https://gbank.gsj.jp/geonavi/docdata/gravimage/

